
写真1  4日後、ストーマ周囲皮

膚に改善がみられます。

写真2  1カ月後、ストーマ周囲

皮膚に改善がみられます。

写真3  セラプラス皮膚保護剤

の6カ月使用後、ストーマ周囲

皮膚に改善がみられます。

要旨
ストーマ周囲皮膚の合併症の発生率は高く、ストーマ造設患者の半数以上が生涯のうち
にストーマ周囲皮膚の問題を経験しています1。合併症の種類、原因、それらの治療方法
は、それぞれ大きく異なります。医療従事者は、ストーマ周囲皮膚の合併症の管理に多く
の時間と労力を費やしています。患者にとって、ストーマ周囲皮膚の痛みは、生活の質に
大きな影響を与えかねません。ストーマ周囲皮膚の合併症は、ストーマ造設後の最も一
般的な術後合併症です2。この症例報告で、そのような症例の 1 つをご報告します。

目的
患者に適した面板を選択し、ストーマ周囲に面板が適切に密着することで、ストーマ周囲
皮膚の異常を改善させ、健康な状態を維持すること。

患者の概要
患者は中年男性で、潰瘍性大腸炎により回腸人工肛門造設術を受けました。

問題
患者は、類天疱瘡が悪化したため皮膚科に予約を入れた後、ストーマケアナースに緊急
の予約を依頼しました。類天疱瘡は、皮膚症状を呈する自己免疫疾患です。最初はかゆ
みを伴う紅斑性皮疹が生じ、これは数週間から数カ月かけて、液体が充満した水疱とな
ることもあります。水疱は、粘着性の皮膚保護剤の剥離が繰り返されるストーマ周囲皮膚
のように、皮膚外傷のある部位に生じることがあります3。この患者には、ストーマの皮膚
保護剤の下を含む全身に水疱が生じていました。アセスメントでは、水疱が破れてストー
マ周囲皮膚が非常に湿っていました。そのため、皮膚保護剤を貼り付けるのが極めて困
難になっており、患者は装具を1日2～3回交換する必要がありました。この皮膚症状が現
れる前は、標準的な装着期間のフリーカットタイプの単品系平面型装具を1～2日に1回
交換していました。

ケアの実際
セラプラスの二品系平面型装具「ニューイメージ セラプラス」を試してみることにしました。
装具は4日間にわたり装着した位置に留まっていただけでなく、ストーマ周囲皮膚の状態
にも目に見える変化が現れました（写真1）。患者は皮膚科も受診しており、皮膚科医は経
口ステロイド剤にて類天疱瘡を管理していました。

裏面に続く
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結果
その後1カ月にわたり、ストーマ周囲皮膚の状態は改善し続けました（写真2）。患者は、皮
膚に対して皮膚保護剤も粘着剤も快適であると感想を述べました。

皮膚科受診を継続し、その後6カ月にわたり、ストーマ周囲皮膚の状態は改善し続けまし
た（写真3）。患者は維持量の経口ステロイド剤を連日服用していました。ステロイド使用に
伴い生じうる副作用に皮膚の菲薄化があります。患者はこれを認識しており、装具を剥が
す際にはワイプ式粘着剥離剤を使用していました。

結論
ストーマ保有者の多くは、ストーマ周囲皮膚に問題が生じても、ストーマを造設したら、仕
方のないこととしてそれらの問題を受けいれています4。幸い、この患者は支援を求め、ス
トーマ周囲皮膚は目に見えて改善しました。皮膚刺激を軽減する手段として、ストーマ周
囲の十分な密着を達成し、漏れを防止しても、ストーマ周囲皮膚を健康に保つには十分
でないこともあります。皮膚保護剤の成分もストーマ周囲皮膚の健康に影響を及ぼしま
す。皮膚保護剤の配合成分と密着性の適切な組み合わせを見つけることは、ストーマ周
囲皮膚を健康な状態に維持するために不可欠です。
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この症例報告は、特定の患者に「ニューイメージ セラプラス」を使用した場合の一人の看護師の経験を示

すものであり、すべての症例に適応できるとは限りません。
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